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中 央 卸 売 市 場 

 

第１ 審 査 の 概 要 

 １ 審査の対象 

 （１）特別会計 

      と場会計 

 （２）財  産 

 

 ２ 実地審査場所 

   中央卸売市場 

 

 ３ 審査の方法 

知事から提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び

財産に関する調書について、中央卸売市場執行分を審査した。 

   審査に当たっては、 

  （１）決算計数は、正確であるか 

  （２）予算の執行は、適正かつ効率的になされているか 

  （３）財産の取得、管理及び処分は、適正に処理されているか 

などに主眼を置き、決算書等及び証拠書類の照合等を行うとともに、関係部局から決算について

の説明を聴取するなどの方法により審査を実施した。 

 

第２ 審 査 の 結 果 

 １ 決算計数について 

審査に付された特別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調

書及び財産に関する調書の計数は、誤りのないものと認められる。 
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第３ 決 算 の 概 要 

 １ 歳入歳出決算の状況 

 （１）と場会計 

   ア 歳 入                              （単位：千円、％） 

科 目（款） 予 算 現 額 収 入 済 額 比較増(△)減額 収 入 率 

使用料及手数料        1,580,008        1,353,608  △      226,399       85.7 

繰  入  金        4,525,000        4,245,074  △      279,925       93.8 

諸  収  入           25,991           28,696            2,705      110.4 

都     債          269,000          230,000  △       39,000       85.5  

繰  越  金                1                0  △            1        － 

計        6,400,000        5,857,378  △      542,621       91.5 

 

歳入は、第１款使用料及手数料ほか４款であり、予算現額６４億円、収入済額５８億５，７

３７万余円、比較減額５億４，２６２万余円、収入率９１．５％である。 

    歳入の主な内容は、 

   ・使用料及手数料のうち、と畜解体事業に係ると畜使用料     １３億５，３２８万余円 

   ・一般会計繰入金                       ４２億４，５０７万余円 

   である。 

 

   イ 歳 出                              （単位：千円、％） 

科 目（款） 予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 執 行 率

と 場 事 業 費    6,400,000    5,857,378             0    542,621     91.5 

 

歳出は、第１款と場事業費で１項４目に区分し執行しており、予算現額６４億円、支出済額

５８億５，７３７万余円、不用額５億４，２６２万余円、執行率９１．５％である。 

    主な執行内容は、 

   ・と場事業の管理運営に要したもの 

        （項）と場事業費   （目）管理費         ２２億３，２９９万余円 

   ・と場施設の維持管理及びと畜解体作業に要したもの 

        （項）と場事業費   （目）運営費         ２１億２，７２６万余円 

   ・と場施設の施設整備に要したもの 

        （項）と場事業費   （目）施設整備費        ２億３，８１１万余円 

   である。 
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 ２ 財産の管理状況 

   ア 財 産 

区   分 平成１７年度末現在高 平成１６年度末現在高 増（△）減 

１ 公有財産 

   建    物 

２ 物  品 

 

       22,152.58 ｍ２ 

 

            ６７ 点 

 

       22,120.90 ｍ２ 

  

            ５５ 点 

 

          31.68 ｍ２

 

          １２ 点 

 

    中央卸売市場で所管している財産は上表のとおりであり、増減事由は、 

・建物の増加は、小動物棟便所の増築（３１．６８㎡)の登載漏れを修正したことによるもの 

・物品の増加は、廃棄により２点減少したものの、設備工事に伴う受入等により１４点増加し

たことによるもの 

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


